
2019年 (令禾D元 年 )7月 28日 (日 曜 日 )  千葉中央 檬圏 躍 贈 颯  盆饉

立教大学広告研究会が館山市の北条海岸で直営し、今年で66回目を迎えた海の家「立教学生キャンプ

ス トア」で13～ 15日 の 3日 間、集まつたOB・ OGが店を切り盛りした。初めての試みだつたが、書取
つた杵柄で、試験期間中で不在の学生に代わり、てきばきと接客をこなし、思い出話に花を咲かせた。

(山田雄一郎 )
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雨
模
様

で
ぐ
ず

つ
い
た

天
気

の
十

三
日
。
都
内

や
遠

く
は
名
古
屋
か

ら

で
、
不
動
産

会
社
経
営

の
岸
秀
雄
さ

ん

の

し
＝
東
京
都
中
野

区

――
は
、
懐

か
し
そ
う
に
振
り
返

っ
た

。

立
教
学
生
キ

ャ
ン
プ

ス
ト

ア
は
例

年

、
学
生

の
試
験
期
間

と
重
な
る
た

め

、
七

月
上
旬

に
オ
ー
プ

ン
し

て
す

ぐ
、
月
末
ま

で

一
時
体
業
と
な
り
、

書
き
入
れ
時

を
逃
し

て
い
た

。

「
せ

っ
か
く
開
店
し
た

の
に
、
も

っ
た

い

な

い
」
と
声

を
上
げ
た

Ｏ
Ｂ
ら
が
今

回
、
「
助

っ
人
役

」
を
買

っ
て
出
た

。

学
生
直
営

の
キ

ャ
ン
プ

ス
ト

ア
の

源
流

は
戦
前

に
さ
か

の
ぼ
る
。
大

正

末
期

か

ら
昭
和
初
期

に
か
け
、
国
内

で
海
水
浴
が
夏

の
レ
ジ

ャ
ー
と
し

て

定

着
し

、
各
地

の
浜

辺
に
大
学
生

直

営

の
海

の
家
が
誕
生
し
た

。
そ
ん
な

動
き
も

、
太

平
洋
戦
争

で
い

っ
た
ん

中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た

。

戦
後

、
キ

ャ
ン
プ

ス
ト

ア
の
本
格

支
援

に
乗
り
出
し
た

の
が
大
手
菓

子

製
造

会
社

の
森
永
製

菓

。
健
康
的
な

若
者
文
化
を
育

て
る

こ
と
が
自
社

の

Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
と
考

え
、
外
装
費

用
や
運
営
費

の

一
部
負
担

に
乗
り
出

し

、
各
大
学

の
広
告

研
究
会
に
参
加

を
呼
び
掛
け
た
。
大
学
生

ら
が
湘
南

や
房
総

エ
リ
ア
に
キ

ャ
ン
プ

ス
ト
ア

を
開

き
、
売
り
上
げ
を
競

い
合
う
さ

ま
は

「
海

辺

の
大
学
リ
ー
グ
戦

」
と

話

題

に
な

っ
た

。

一
九
六
六
年

、
森

永
が
支
援
を
打

ち

切

る

と
、

各

大

学

は

徐

々

に
撤

退

。
そ
ん
な
中

、
立
教
大

学
広
告
研

究
会
は
企
業
訪
間

で
資
金
集

め
を
欠

か
さ
ず

、
今
年
も

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
や

大
塚
商
会
な
ど
九
社
が
協
賛

。
店
舗

の
維
持

費

は

Ｏ
Ｂ
ら
が
負
担

し

て
く

れ

て

い

る
。

こ

う

し

た

支

援

も

あ

り
、
今

で
は
学
生
だ
け

で
運
営
す
る

唯

一
の
海
の
家

と
な

っ
た

。

そ
れ

で
も

、
先
輩

の
目
に
は
足
り

な

い
と
映
る

こ
と
が
少

な
か
ら
ず
あ

る
よ
う

だ
。

Ｏ
Ｂ

。
Ｏ
Ｇ
会

の
石
井

秀
典

事
務
局
長

全
ハ９

＝
東

京
都
合
東

区

＝
は

「
倉
庫

や
合

宿
所

に
三
十
近

く
、

以

前

の

ご

み

が

た

ま

っ
て

い

た

。
こ
れ
以
上

、
ご
み

は
出
さ
な

い

で
ほ
し

い
。
お
客
さ
ん
が
来

て
も
座

っ
た
ま
ま
で
い
る

こ
と
が
あ
る
」
と

改
善
を
促
す

。

Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
会
長

の
生
稲

栄
次
さ

ん

金

し
＝
東
京
都
渋
谷

区

＝
は

「
先

輩
た
ち
が
知
恵

を
絞

っ
て
続

け
、
六

十
六
回

目
を
迎
え
た

。
百
回
を
目
指

し

、
頑
張

っ
て
は
し

い
」
と
後
輩
た

ち

に

エ
ー
ル
を
送

っ
た

。

キ

ャ
ン
プ

ス
ト

ア
は
三
十

一
日
に

営
業
を

再
開

、
今
夏
は

八
月

二
十
七

日
ま

で
営
業
す

る
。

66回目の夏 初の試み
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屋
外
作
業
の
市
川
市
職
員

電
動
フ
ァ
ン
付
き
作
業
服

試
験
導

入

市
川
市

は
、
屋
外

で
の
作
業

を
担
う
職
員

の
熱

中
症
対
策

と

し

て
、
電
動

フ

ア
ン
付
き
作
業

服
を
試
験
導
入
し
た

。
八
月
か

ら
九

月

ご
ろ
ま

で
、
道
路
補
修

な
ど

の
現
場

で
職

員

ら
に
着
用

し

て
も

ら
う
。

「
空

調
服
」
と
呼
ば
れ
る
作

業

服

で
、
上
着

の
左
右

後
方

に
、

航
空
ビ
゛

成
田
空
港
航
空
ビ
ジ
ネ
ス
地

域
連
携
セ
ミ
ナ
ー
が
成
田
市
役

所
で
あ
り
、
講
師
を
務
め
た
三

人
の
航
空
会
社
員
が
質
疑
応
答

で
、
さ
ら
な
る
機
能
強
化
に
よ

り
十
月
末
か
ら
Ａ
滑
走
路
の
運

用
時
間
が
一
時
間
延
長
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、

「チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
と
思
う
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。

デ
ル
タ
航
空
成

田
空
港

支
店

の
貨
物

サ
ー
ビ

ス
部

に
勤

務
す

る
長
尾
俊
彦
さ
ん
は

「
成

田
に

は
十
棟
以
上

の
貨
物

ビ
ル
が
あ

る
な
ど
羽

田
に
比

べ
て
設
備
が

充
実

し
、
方
向
性

と
し

て
貨
物

は
い
い
。
運
用
時
間
延

長
は
成

田
に
と

っ
て
プ

ラ

ス
に
な
る

」

と
指
摘

し
た
。

日
本
航

空
成

田
空
港
支

店

の

末
崎
裕
介
副
支
店
長
は

「
二
〇

二
〇

年

に
羽

田
の
枠
が
空
き
、

一
定

の
シ

フ
ト

は
あ

る
と
思
う

が

、
さ

ら
な
る
拡
張

は
な

い
。

訪

日

旅

客

の

流

動

を

考

え

れ

ば
、
成

田
で
Ｃ
滑
走
路
が
開
け

ば

発

着

は

増

え

て

い

る

だ

ろ

う
」
と
十
年
後
を
展
望

し
た

。

ま
た

、
長
尾
さ

ん
は
協

力
会

社

の
人
手

不
足

に
よ

り

「
外
国

人

が
増

え

て
き
た

」
と
職
場

の

環
境

を
報
告

、

「
携
帯

電
話

で

初


